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フリーペーパーFREE

歴史と自然の宝庫。宮崎県北の魅力を紹介

vol.79

フリーペーパー発行部数 
宮崎県北No.1 《60,000部》

フリーペーパー発行部数 
宮崎県北No.1 《60,000部》

宮
崎
県
北
の

無料です。ご自由にお持ち帰りください。

ありがとう、地域とともに これからも
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プ
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ド
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を
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う
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校 

歌

宮崎県立延岡高等学校
今
年
創
立
1
1
7
年
を
迎
え
る

延
岡
高
校
は
、
伝
統
を
重
ん
じ
な

が
ら
常
に
進
化
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
３
つ
の
こ
と
を
挙
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
一
つ
目

は
、
国
公
立
大
学
進
学
率
が
今
年

64
％
と
、
過
去
最
高
の
数
字
を
達

成
し
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、
合
格

率
だ
け
で
は
な
く
、
在
校
生
の
満

足
度
が
県
内
有
数
の
高
い
学
校
で

あ
る
こ
と
。
三
つ
め
は
、
メ
デ
ィ

カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
科
の
使
命
で
あ

る
国
公
立
医
学
部
合
格
者
が
、
現

浪
併
せ
て
７
名
で
あ
っ
た
こ
と
で

す
。
延
高
は
常
に
地
域
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
学
校
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

明
治
32
年
、県
立
延
岡
中
学
校
設
立
。
昭
和
４
年
、

県
立
延
岡
高
等
女
学
校
開
校
。
同
23
年
、
延
岡
恒
富

高
等
学
校
創
立
、
同
25
年
、
工
業
科
と
商
業
科
を
向

洋
高
等
学
校
に
編
入
。
同
34
年
、
延
岡
高
等
学
校
に

改
称
。
同
44
年
、定
時
制
が
延
岡
第
二
高
等
学
校
に
。

社
会
人
に
な
る
と
、
学
校
生
活
が
懐
か
し
く
な
る
。
県
外
に
住
む
人
に

と
っ
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
学
校
時
代
を
思
い
起
こ
す
と
き
、
必
ず
頭

に
浮
か
ぶ
の
が
校
歌
。
歌
詞 

と
旋
律
を
思
い
出
し
な
が
ら
校
歌
を
口
ず

さ
む
と
、
思
い
で
深
い
校
舎
や
恩
師
、
友
の
姿
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
脳
裏

を
駆
け
巡
る
。
今
回
は
県
北
各
高
校
の
校
歌
を
特
集
、Ａ
Ｒ
で
母
校
の
校 

舎
や
校
庭
の
画
像
と
同
時
に
、
校
歌
の
音
声
が
流
れ
る
よ
う
に
し
た
。

校長あいさつ

段 正一郎
校訓 / 剛健・自治・信愛
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※平成17年延岡星雲高等学校に統合
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平
成
15
年
、
県
教
委
が
延
岡
東
高
等
学
校
と
延
岡

西
高
等
学
校
の
統
合
と
、
新
高
校
を
延
岡
東
高
等
学

校
敷
地
内
設
置
を
発
表
。
同
16
年
、
県
教
委
「
延
岡

星
雲
高
等
学
校
」（
仮
称
）の
新
設
を
発
表
。
同
17
年
、

開
校
。
同
22
年
、「
国
際
人
文
科
」
を
「
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
科
」
に
。

校長あいさつ

星衛 俊一郎
校訓 / 志の風・美しの風・創造の風
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宮崎県立延岡東高等学校
校訓 / 努力・清心・創造
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い
川
波
ふ
る
さ
と
に

き
み
と
わ
た
し
の

　

い
の
ち
き
ら
め
き

し
ろ
や
ま
の
木
々
も
芽
ぐ
む
よ

さ
あ

　こ
こ
ろ
ひ
と
つ
に
元
気
よ
く

今
日
の
一
歩
を
一
歩
を
踏
み
だ
そ
う

校 

歌

宮崎県立延岡しろやま支援学校 平
成
24
年
４
月
１
日
、、
延
岡
と
と
ろ
聴
覚
、
延

岡
た
い
よ
う
、
延
岡
わ
か
あ
ゆ
の
各
支
援
学
校
を
統

合
し
て
県
立
延
岡
し
ろ
や
ま
支
援
学
校
設
立
（
県
立

延
岡
西
高
等
学
校
跡
）。
同
月
13
日
、
第
１
回
入
学

式
（
幼
稚
園
部
・
小
学
部
・
中
学
部
・
本
校
高
等
部
・

高
千
穂
校
）。

校長あいさつ

別府　宗光
学校教育目標 / 心豊かでたくましく地域社会で生きぬく力を育成する
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池
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　和
文

作
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／
甲
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作
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／
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延
岡

延
岡

延
岡

内
な
る
道
徳
律
カ
ン
ト
の
星
輝

く
延
岡
西
高
と
日
の
出
の
勢
い
東

雲
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
延
岡
東
高

校
。
こ
の
２
校
か
ら
誕
生
し
た
星

雲
も
創
立
12
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

昨
年
10
月
に
は
創
立
10
周
年
の
記

念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。「
継
承
と

想
像
」
を
合
い
言
葉
に
、
２
校
の

心
を
受
け
継
ぎ
、
時
代
に
新
し
き

風
を
起
こ
し
、
星
雲
ブ
ラ
ン
ド
（
風

の
星
雲
、
成
長
の
星
雲
、
部
活
動

の
星
雲
、
徳
あ
り
て
智
の
星
雲
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
の
星
雲
）
を
創

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

延
岡
し
ろ
や
ま
支
援
学
校
も
創

立
５
年
目
を
む
か
え
ま
す
。
今
年

度
も
本
校
の
わ
か
あ
ゆ
部
門
、
と

と
ろ
部
門
、
た
い
よ
う
部
門
、
そ

し
て
、
高
千
穂
高
校
の
そ
れ
ぞ
れ

の
教
育
の
充
実
を
図
り
、
一
人
一

人
の
学
び
を
確
か
な
も
の
に
し
、

学
び
を
未
来
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

は
本
校
寄
宿
舎
に
３
部
門
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
生
徒
が
入
舎
し
ま
し
た
。

３
部
門
の
生
徒
が
在
舎
す
る
寄
宿

舎
の
新
し
い
歴
史
の
幕
開
け
で
も

あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
、
関

係
機
関
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

支
援
の
ほ
ど
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

♫
♫
♫♪♪

〈
順
不
同
〉

なつかしい母校の校歌を
口ずさんでみませんか
宮崎県北の

高校校歌特集

月号 VOL.79

友と学び、友と語らい、友と遊んだ３年間。な
つかしい高校を校歌に乗せて思い出してもら
おうと、県北各高校の校歌を特集した。

県北で最も古い歴史を持つ延岡高
校の前身、旧制の延岡中学校と延岡
高等女学校の校歌を紹介。

富島高校3年生
荒川　史帆さん

県北雑学
・イベントおでかけ情報

ウイング イキイキビト 

テレビ、HD料金案内
ネット、電話料金表

今月の番組の見所と
オススメ番組

光陰矢のごとし。楽しかった学校生活はアッ
という間に過ぎていく。だが思い出は、タ
イムカプセルのように自分の心の中にとど
まっている。校歌はタイムカプセルを開ける
鍵である。
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表紙 /延岡しろやま支援学校

宮崎県北コミュニケーションペーパー & 番組ガイド 

8

を楽しむには
ARコンテンツ

スマホやタブレットで
COCOAR2アプリ（無料）
をダウンロード

COCOAR2を起動
のついた画像を
スキャンします

※ダウンロード方法など、詳しくは
　P9をご参照ください

限定コンテンツ

AR
コンテンツ

AR
コンテンツ

※端末は縦位置でAR
コンテンツ

3

（動画・画像）が
始まります
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作
曲
／
近
衛

　秀
麿

作
詞
／
池
上

　和
文

作
曲
／
甲
斐

　典
明

作
詞
／
吉
田

　英
一

補
作
／
服
部

　七
郎

作
曲
／
湯
山

　昭

　

作
詞
／
松
田

　朝
子

作
曲
／
中
園

　哲
也

作
詞
／
向
髙

　祐
興

作
曲
／
永
友

　満
子

うるわ

延
岡

延
岡

延
岡

内
な
る
道
徳
律
カ
ン
ト
の
星
輝

く
延
岡
西
高
と
日
の
出
の
勢
い
東

雲
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
延
岡
東
高

校
。
こ
の
２
校
か
ら
誕
生
し
た
星

雲
も
創
立
12
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

昨
年
10
月
に
は
創
立
10
周
年
の
記

念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。「
継
承
と

想
像
」
を
合
い
言
葉
に
、
２
校
の

心
を
受
け
継
ぎ
、
時
代
に
新
し
き

風
を
起
こ
し
、
星
雲
ブ
ラ
ン
ド
（
風

の
星
雲
、
成
長
の
星
雲
、
部
活
動

の
星
雲
、
徳
あ
り
て
智
の
星
雲
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
の
星
雲
）
を
創

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

延
岡
し
ろ
や
ま
支
援
学
校
も
創

立
５
年
目
を
む
か
え
ま
す
。
今
年

度
も
本
校
の
わ
か
あ
ゆ
部
門
、
と

と
ろ
部
門
、
た
い
よ
う
部
門
、
そ

し
て
、
高
千
穂
高
校
の
そ
れ
ぞ
れ

の
教
育
の
充
実
を
図
り
、
一
人
一

人
の
学
び
を
確
か
な
も
の
に
し
、

学
び
を
未
来
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

は
本
校
寄
宿
舎
に
３
部
門
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
生
徒
が
入
舎
し
ま
し
た
。

３
部
門
の
生
徒
が
在
舎
す
る
寄
宿

舎
の
新
し
い
歴
史
の
幕
開
け
で
も

あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
、
関

係
機
関
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

支
援
の
ほ
ど
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

♫
♫
♫♪♪

〈
順
不
同
〉
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延
岡

延
岡

延
岡

延
岡

延
岡

日
向

延
岡

延
岡

学
校
沿
革

朋
と
見
つ
め
た
海
の
青
さ
は

つ
ば
さ
の
白
さ
を
き
わ
だ
た
せ

わ
た
し
は
わ
た
し
を

好
き
に
な
る

は
ば
た
く
力
を
手
に
入
れ
て

飛
び
立
つ
瞬
間
を
待
っ
て
い
る

校 

歌

宮崎県立延岡青朋高等学校
本
校
は
、
定
時
制
と
通
信
制
の

２
課
程
を
持
つ
単
位
制
高
校
で
す
。

単
位
制
高
校
で
は
、
何
年
生
で
ど

の
よ
う
な
科
目
を
選
択
す
る
か
自

分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
修
得
し
た
科
目
の
単
位

を
積
み
上
げ
、
決
め
ら
れ
た
条
件

を
満
た
せ
ば
卒
業
が
で
き
ま
す
。

本
校
で
は
、
こ
の
単
位
制
の
仕
組

み
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
自
分
の

学
力
・
興
味
に
あ
わ
せ
て
科
目
を

選
ん
だ
り
、
自
分
の
仕
事
の
ペ
ー

ス
に
あ
わ
せ
て
科
目
数
を
調
整
し

た
り
、
単
位
修
得
を
支
援
す
る
仕

組
み
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
22
年
７
月
、県
立
延
岡
恒
富
高
等
学
校
定
時
制

課
程
開
校
。同
34
年
、延
岡
高
等
学
校
に
改
称
、定
時

制
に
商
業
科
設
置
。同
44
年
、延
岡
第
二
高
等
学
校
と

し
て
二
部
制
の
独
立
校
に
。平
成
13
年
、通
信
制
課
程

開
設
。同
18
年
、延
岡
青
朋
高
等
学
校
に
改
称
。

校長あいさつ

河野　敏史
校訓 / 自主自立・友愛協調・規律責任

AR
コンテンツ

学
校
沿
革

若
草
萠
ゆ
る 

こ
の
丘
の

清
新
の
風 

吹
く
と
こ
ろ

南
の
国
の 

太
陽
と 

緑
の
な
か
に 

か
か
げ
た
る

剛
健
・
信
愛
・
創
造
の 

学
び
の
窓
の 

道
し
る
べ

日
向
高
校 

日
向
高
校

わ
れ
ら
が
母
校

校 

歌

宮崎県立日向高等学校
本
校
野
球
部
は
、
平
成
元
年
夏

に
甲
子
園
出
場
を
し
て
お
り
、
野

球
部
Ｏ
Ｂ
に
も
青
木
選
手
や
織
田

選
手
な
ど
プ
ロ
野
球
等
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
々
も
た
く
さ 

ん
お
ら

れ
ま
す
。
今
年
度
は
２
回
目
の
甲

子
園
出
場
を
目
指
し
、
日
々
の
練

習
以
外
で
も
、
毎
朝
校
内
を
清
掃

す
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
も
取
り
組
み
、
技
術
面
と
精
神

面
を
鍛
え 

て
き
ま
し
た
。
今
回
の

県
予
選
で
は
、
そ
こ
で
培
っ
た
力

を
十
分
に
発
揮
し
、
素
晴
ら
し
い

結
果
を
残
し
て
く
れ
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

昭
和
50
年
、県
立
日
向
高
等
学
校
開
校
（
富
島
高
校

普
通
科
が
分
離
独
立
）。平
成
元
年
８
月
、野
球
部
夏

の
甲
子
園
大
会
出
場
。同
18
年
、外
国
語
科
設
置
。同

20
年
、ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
全
国
大
会
（
花

園
）大
会
出
場
。同
23
年
、フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
設
置

校長あいさつ

山田　秀人
校訓 / 剛健・信愛・創造

学
校
沿
革

浮
世
の
塵
を
よ
そ
に
見
て

高
嶺
の
花
の
そ
の
操

ゆ
か
し
き
色
香
尋
ね
来
て

こ
こ
に
道
あ
り
い
ざ
励
め

聖
ウ
ル
ス
ラ
意
気
高
く

こ
こ
に
道
あ
り
い
ざ
励
め

聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園

意
気
高
く
意
気
高
く

校 

歌

聖心ウルスラ学園高等学校
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
で
あ
る
聖
心

ウ
ル
ス
ラ
に
は
、
い
つ
も
追
い
求

め
る
教
育
の
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
ウ
ル
ス
ラ
で
学
ぶ
す
べ
て

の
生
徒
た
ち
が
、
神
様
か
ら
頂
い

た
自
分
の
〝
い
の
ち
〞
を
世
界
の

平
和
の
た
め
に
捧
げ
る
人
に
な
る

よ
う
導
く
こ
と
で
す
。

生
き
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
だ
れ
に
で
も
、

平
和
の
た
め
に
勇
気
を
も
っ
て
自

己
発
信
で
き
る
生
徒
た
ち
の
心
づ

く
り
に
こ
れ
か
ら
も
こ
だ
わ
っ
て

い
き
ま
す
。

校長あいさつ

牧野 みどり
校訓 / 愛・感謝・犠牲奉仕

学
校
沿
革

浮
世
の
塵
を
よ
そ
に
見
て

高
嶺
の
花
の
そ
の
操

ゆ
か
し
き
色
香
尋
ね
来
て

こ
こ
に
道
あ
り
い
ざ
励
め

聖
ウ
ル
ス
ラ
意
気
高
く

こ
こ
に
道
あ
り
い
ざ
励
め

聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園

意
気
高
く
意
気
高
く

聡明中学校・高等部
聡
明
中
は
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
で

中
高
六
ヶ
年
の
学
校
で
す
。
学
校

の
大
き
な
特
長
は
二
つ
で
す
。

一
つ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
と

し
て
宗
教
の
授
業
が
あ
り
聖
書
を

中
心
に
人
と
し
て
の
在
り
方
や
生

き
方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
中
高
一
貫
校
と
し

て
多
く
の
授
業
時
数
を
と
り
、
基

礎
的
な
学
力
の
上
に
、
発
展
的
な

学
習
を
行
い
ま
す
。

こ
う
し
た
二
つ
の
特
長
を
生
か

し
た
、
生
き
て
働
く
学
力
を
も
と
に
、

学
園
の
目
指
す
人
間
像
で
あ
る
平

和
の
た
め
に
働
く
人
と
な
り
、
社

会
で
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

校長あいさつ

古川 四百里
校訓 / 愛・感謝・犠牲奉仕

学
校
沿
革

友
よ
来
よ

　見
よ
海
原
を

果
て
し
な
き

　太
平
洋
を

若
も
の
の

　希
望
は
は
る
か

あ
ゝ
海
鳴
り
の 

と
ど
ろ
く
丘
辺

向
洋 

向
洋

　わ
れ
ら
が
母
校

校 

歌

宮崎県立延岡工業高等学校
創
立
72
年
の
工
業
系
専
門
学
校

で
す
。
延
岡
工
業
学
校
・
延
岡
恒

富
高
等
学
校
・
延
岡
向
洋
高
等
学

校
と
名
前
が
変
わ
り
、
延
岡
工
業

高
等
学
校
と
な
り
ま
し 

た
。
学
科

は
機
械
・
電
気
電
子
・
情
報
技
術
・

土
木
・
環
境
化
学
シ
ス
テ
ム
・
生

活
工
学
の
６
学
科
、
１
学
年
２
４

０
人
、
全
校
７
２
０
名
の
学
校
で

す
。
部
活
動
が
盛
ん
で
、
野
球
部 

は
４
回
甲
子
園
に
出
場
し
、
昨
年

度
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
高
校
総

体
、
春
高
校
予
選
大
会
で
優
勝
し

ま
し
た
。

大
正
10
年
、
東
臼
杵
郡
立
延
岡
商
業
学
校
開
校
。
昭

和
８
年
、
中
川
原
町
（
現
旭
小
所
在
地
）
に
移
転
。

戦
時
中
に
工
業
学
校
化
さ
れ
、
昭
和
22
年
に
商
業
と

工
業
を
分
立
。
同
25
年
、延
岡
向
洋
高
等
学
校
創
立
。

同
40
年
、
延
岡
工
業
高
等
学
校
と
改
称

校長あいさつ

河野　明浩
校訓 / 立志・勉励・創造

AR
コンテンツ

学
校
沿
革

長
尾
の
山
の

　空
澄
み
て

清
浄
の
地
に

　な
ら
び
た
つ

白
亜
の
校
舎

　光
あ
り

質
実
剛
健

　い
ざ
わ
れ
ら

こ
こ
に
集
え
り

　若
き
日
を

延
岡
商
高 

延
岡
商
高

平
和
の
学
園

校 

歌

宮崎県立延岡商業高等学校
「
質
実
剛
健
」「
堅
忍
持
久
」「
勤

労
愛
好
」
の
校
訓
の
も
と
、「
栄
光

は
君
に
！
挑
戦
せ
よ
延
商
生
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
に
あ
ふ
れ
る
生
徒
の
育
成
に
励

ん
で
い
ま
す
。私
た
ち
教
職
員
は「
頭

を
鍛
え
、
褒
め
て
、
伸
ば
す
」「
心

を
鍛
え
、
褒
め
て
、
育
て
る
」「
体

を
鍛
え
、
褒
め
て
、
伸
ば
す
」
の

３
つ
を
念
頭
に
置
い
て
「
生
徒
に

厳
し
く
、温
か
く
寄
り
添
え
る
教
師
」

を
目
指
し
、
日
々
の
教
育
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
私

た
ち
教
職
員
と
生
徒
た
ち
の
合
い

言
葉
は
「
Ａ
・
Ｔ
・
Ｍ
」（
明
る
く
！

楽
し
く
！
前
向
き
に
！
）
で
す
。

大
正
10
年
、
東
臼
杵
郡
立
延
岡
商
業
学
校
開
校
。
昭

和
８
年
、
中
川
原
町
（
現
旭
小
所
在
地
）
に
移
転
。

同
25
年
、
向
洋
高
等
学
校
に
統
合
。
同
33
年
、
向
洋

高
等
学
校
よ
り
分
離
、
延
岡
商
業
高
等
学
校
設
立
。

同
43
年
、
60
年
、
野
球
部
夏
の
甲
子
園
大
会
出
場
。

校長あいさつ

花盛　和也
校訓 / 質実剛健・堅忍持久・勤労愛好

AR
コンテンツ

学
校
沿
革

見
上
ぐ
る
空
に

　山
青
く

な
が
る
る
雲
に

　夢
を
よ
ぶ

み
ど
り
の
風
の

　吹
く
と
こ
ろ

あ
あ
清
新
の

　学
び
舎
よ

希
望
は
高
し

　わ
が
母
校

校 

歌

延岡学園高等学校
本
校
は
、『
自
立
心
を
養
い
、
有

為
な
社
会
人
を
育
て
る
』
と
い
う

建
学
の
精
神
と
校
訓
「
勤
勉
　
進

取
　
礼
節
」
の
も
と
、生
徒
た
ち
は
、

授
業
に
、
学
校
行
事
に
、
部
活
動

に
ひ
た
む
き
に
取
り
組
み
、
自
分

の
可
能
性
に
精
一
杯
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
訪
れ
た
方
々
よ
り
「
生
徒

が
明
る
く
、
よ
く
挨
拶
を
し
ま
す

ね
。」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

活
力
と
節
度
の
あ
る
学
校
を
生
徒
、

教
職
員
全
員
で
目
指
し
て
い
ま
す
。

昭
和
26
年
、
延
岡
高
等
計
理
学
校
開
校
。
同
40
年
、

延
岡
学
園
可
愛
ヶ
丘
高
等
学
校
開
校
。
同
41
年
、
延

岡
学
園
高
等
学
校
と
改
称
。
平
成
３
年
、
尚
学
館
中

学
校
開
校
。同
10
年
、尚
学
館
高
等
部
新
設
。同
26
年
、

野
球
部
夏
の
甲
子
園
大
会
準
優
勝
。

校長あいさつ

佐藤　則夫
校訓 / 勤勉・進取・礼節

AR
コンテンツ

学
校
沿
革

緑
あ
ふ
る
る

　大
峡
の

学
び
舎
に
今

　集
い
来
て

可
愛
の
頂
き

　仰
ぐ
と
き

高
き
理
想
に

　胸
燃
ゆ
る

あ
あ
麗
し
の 

わ
が
母
校 

尚
学
館

校 

歌

尚学館中学校・高等部
尚
学
館
中
学
校
・
高
等
部
は
県

北
初
の
中
高
一
貫
の
私
立
学
校
と

し
て
創
立
さ
れ
、
今
年
で
26
年
目

を
迎
え
ま
す
。
延
岡
に
居
な
が
ら

に
し
て
都
会
並
み
の
教
育
を
受
け

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
夢
を
叶

え
る
た
め
多
く
の
生
徒
諸
君
が
集

い
日
々
楽
し
く
勉
強
し
て
い
ま
す
。

創
立
以
来
、
東
京
大
学
に
22
名
、

医
学
部
医
学
科
に
1
0
4
名
（
国

立
62
・
私
立
42
）
の
合
格
実
績
を

有
し
て
い
ま
す
。

昭
和
26
年
、
延
岡
高
等
計
理
学
校
開
校
。
同
40
年
、

延
岡
学
園
可
愛
ヶ
丘
高
等
学
校
開
校
。
同
41
年
、
延

岡
学
園
高
等
学
校
と
改
称
。
平
成
３
年
、
尚
学
館
中

学
校
開
校
。同
10
年
、尚
学
館
高
等
部
新
設
。同
26
年
、

野
球
部
夏
の
甲
子
園
大
会
準
優
勝
。

校長あいさつ

服部　泰秀
校訓 / 勤勉・進取・礼節

AR
コンテンツ

作
詞
／
渡
辺

　修
三

作
曲
／
岡
本

　敏
明

作
詞
／
谷
村

　博
武

作
曲
／
園
山

　謙
二

作
詞
／
高
森

　文
夫

作
曲
／
折
本

　吉
数

作
詞
／
渡
辺

　修
三

作
曲
／
海
老
原

　直

作
詞
／
赤
波
江

　愛
次
郎

作
曲
／
マ
リ
オ
・
リ
ッ
コ

校 

歌
作
詞
／
赤
波
江

　愛
次
郎

作
曲
／
マ
リ
オ
・
リ
ッ
コ

作
詞
／
岡
田

　将
企

補
詞
／
橋
口

　貞
史

作
曲
／
齋
藤
佳
世
子

作
詞
／
藤
﨑

　正
二

作
曲
／
後
藤

　康
浩

編
曲
／
猪
野

　秀
史

AR
コンテンツ

AR
コンテンツ

AR
コンテンツ

昭
和
30
年
、学
校
法
人
緑
ヶ
丘
学
園
高
等
学
校
開
校
。

同
42
年
、緑
ヶ
丘
学
園
短
期
大
学
開
校
（
の
ち
閉
校
）。

昭
和
47
年
、歯
科
衛
生
士
学
院
開
校
（
の
ち
廃
止
）。平

成
２
年
、聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園
と
改
称
。同
19
年
聡
明

中
学
校
開
校
。同
22
年
、聡
明
中
学
校
高
等
部
開
設
。

昭
和
30
年
、学
校
法
人
緑
ヶ
丘
学
園
高
等
学
校
開
校
。

同
42
年
、緑
ヶ
丘
学
園
短
期
大
学
開
校
（
の
ち
閉
校
）。

昭
和
47
年
、歯
科
衛
生
士
学
院
開
校
（
の
ち
廃
止
）。平

成
２
年
、聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園
と
改
称
。同
19
年
聡
明

中
学
校
開
校
。同
22
年
、聡
明
中
学
校
高
等
部
開
設
。

4



延
岡

延
岡

延
岡

延
岡

延
岡

日
向

延
岡

延
岡

学
校
沿
革

朋
と
見
つ
め
た
海
の
青
さ
は

つ
ば
さ
の
白
さ
を
き
わ
だ
た
せ

わ
た
し
は
わ
た
し
を

好
き
に
な
る

は
ば
た
く
力
を
手
に
入
れ
て

飛
び
立
つ
瞬
間
を
待
っ
て
い
る

校 

歌

宮崎県立延岡青朋高等学校
本
校
は
、
定
時
制
と
通
信
制
の

２
課
程
を
持
つ
単
位
制
高
校
で
す
。

単
位
制
高
校
で
は
、
何
年
生
で
ど

の
よ
う
な
科
目
を
選
択
す
る
か
自

分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
修
得
し
た
科
目
の
単
位

を
積
み
上
げ
、
決
め
ら
れ
た
条
件

を
満
た
せ
ば
卒
業
が
で
き
ま
す
。

本
校
で
は
、
こ
の
単
位
制
の
仕
組

み
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
自
分
の

学
力
・
興
味
に
あ
わ
せ
て
科
目
を

選
ん
だ
り
、
自
分
の
仕
事
の
ペ
ー

ス
に
あ
わ
せ
て
科
目
数
を
調
整
し

た
り
、
単
位
修
得
を
支
援
す
る
仕

組
み
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
22
年
７
月
、県
立
延
岡
恒
富
高
等
学
校
定
時
制

課
程
開
校
。同
34
年
、延
岡
高
等
学
校
に
改
称
、定
時

制
に
商
業
科
設
置
。同
44
年
、延
岡
第
二
高
等
学
校
と

し
て
二
部
制
の
独
立
校
に
。平
成
13
年
、通
信
制
課
程

開
設
。同
18
年
、延
岡
青
朋
高
等
学
校
に
改
称
。

校長あいさつ

河野　敏史
校訓 / 自主自立・友愛協調・規律責任

AR
コンテンツ

学
校
沿
革

若
草
萠
ゆ
る 

こ
の
丘
の

清
新
の
風 

吹
く
と
こ
ろ

南
の
国
の 

太
陽
と 

緑
の
な
か
に 

か
か
げ
た
る

剛
健
・
信
愛
・
創
造
の 

学
び
の
窓
の 

道
し
る
べ

日
向
高
校 

日
向
高
校

わ
れ
ら
が
母
校

校 

歌

宮崎県立日向高等学校
本
校
野
球
部
は
、
平
成
元
年
夏

に
甲
子
園
出
場
を
し
て
お
り
、
野

球
部
Ｏ
Ｂ
に
も
青
木
選
手
や
織
田

選
手
な
ど
プ
ロ
野
球
等
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
々
も
た
く
さ 

ん
お
ら

れ
ま
す
。
今
年
度
は
２
回
目
の
甲

子
園
出
場
を
目
指
し
、
日
々
の
練

習
以
外
で
も
、
毎
朝
校
内
を
清
掃

す
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
も
取
り
組
み
、
技
術
面
と
精
神

面
を
鍛
え 

て
き
ま
し
た
。
今
回
の

県
予
選
で
は
、
そ
こ
で
培
っ
た
力

を
十
分
に
発
揮
し
、
素
晴
ら
し
い

結
果
を
残
し
て
く
れ
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

昭
和
50
年
、県
立
日
向
高
等
学
校
開
校
（
富
島
高
校

普
通
科
が
分
離
独
立
）。平
成
元
年
８
月
、野
球
部
夏

の
甲
子
園
大
会
出
場
。同
18
年
、外
国
語
科
設
置
。同

20
年
、ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
全
国
大
会
（
花

園
）大
会
出
場
。同
23
年
、フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
設
置

校長あいさつ

山田　秀人
校訓 / 剛健・信愛・創造

学
校
沿
革

浮
世
の
塵
を
よ
そ
に
見
て

高
嶺
の
花
の
そ
の
操

ゆ
か
し
き
色
香
尋
ね
来
て

こ
こ
に
道
あ
り
い
ざ
励
め

聖
ウ
ル
ス
ラ
意
気
高
く

こ
こ
に
道
あ
り
い
ざ
励
め

聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園

意
気
高
く
意
気
高
く

校 

歌

聖心ウルスラ学園高等学校
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
で
あ
る
聖
心

ウ
ル
ス
ラ
に
は
、
い
つ
も
追
い
求

め
る
教
育
の
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
ウ
ル
ス
ラ
で
学
ぶ
す
べ
て

の
生
徒
た
ち
が
、
神
様
か
ら
頂
い

た
自
分
の
〝
い
の
ち
〞
を
世
界
の

平
和
の
た
め
に
捧
げ
る
人
に
な
る

よ
う
導
く
こ
と
で
す
。

生
き
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
だ
れ
に
で
も
、

平
和
の
た
め
に
勇
気
を
も
っ
て
自

己
発
信
で
き
る
生
徒
た
ち
の
心
づ

く
り
に
こ
れ
か
ら
も
こ
だ
わ
っ
て

い
き
ま
す
。

校長あいさつ

牧野 みどり
校訓 / 愛・感謝・犠牲奉仕

学
校
沿
革

浮
世
の
塵
を
よ
そ
に
見
て

高
嶺
の
花
の
そ
の
操

ゆ
か
し
き
色
香
尋
ね
来
て

こ
こ
に
道
あ
り
い
ざ
励
め

聖
ウ
ル
ス
ラ
意
気
高
く

こ
こ
に
道
あ
り
い
ざ
励
め

聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園

意
気
高
く
意
気
高
く

聡明中学校・高等部
聡
明
中
は
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
で

中
高
六
ヶ
年
の
学
校
で
す
。
学
校

の
大
き
な
特
長
は
二
つ
で
す
。

一
つ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
と

し
て
宗
教
の
授
業
が
あ
り
聖
書
を

中
心
に
人
と
し
て
の
在
り
方
や
生

き
方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
中
高
一
貫
校
と
し

て
多
く
の
授
業
時
数
を
と
り
、
基

礎
的
な
学
力
の
上
に
、
発
展
的
な

学
習
を
行
い
ま
す
。

こ
う
し
た
二
つ
の
特
長
を
生
か

し
た
、
生
き
て
働
く
学
力
を
も
と
に
、

学
園
の
目
指
す
人
間
像
で
あ
る
平

和
の
た
め
に
働
く
人
と
な
り
、
社

会
で
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

校長あいさつ

古川 四百里
校訓 / 愛・感謝・犠牲奉仕

学
校
沿
革

友
よ
来
よ

　見
よ
海
原
を

果
て
し
な
き

　太
平
洋
を

若
も
の
の

　希
望
は
は
る
か

あ
ゝ
海
鳴
り
の 

と
ど
ろ
く
丘
辺

向
洋 

向
洋

　わ
れ
ら
が
母
校

校 

歌

宮崎県立延岡工業高等学校
創
立
72
年
の
工
業
系
専
門
学
校

で
す
。
延
岡
工
業
学
校
・
延
岡
恒

富
高
等
学
校
・
延
岡
向
洋
高
等
学

校
と
名
前
が
変
わ
り
、
延
岡
工
業

高
等
学
校
と
な
り
ま
し 

た
。
学
科

は
機
械
・
電
気
電
子
・
情
報
技
術
・

土
木
・
環
境
化
学
シ
ス
テ
ム
・
生

活
工
学
の
６
学
科
、
１
学
年
２
４

０
人
、
全
校
７
２
０
名
の
学
校
で

す
。
部
活
動
が
盛
ん
で
、
野
球
部 

は
４
回
甲
子
園
に
出
場
し
、
昨
年

度
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
高
校
総

体
、
春
高
校
予
選
大
会
で
優
勝
し

ま
し
た
。

大
正
10
年
、
東
臼
杵
郡
立
延
岡
商
業
学
校
開
校
。
昭

和
８
年
、
中
川
原
町
（
現
旭
小
所
在
地
）
に
移
転
。

戦
時
中
に
工
業
学
校
化
さ
れ
、
昭
和
22
年
に
商
業
と

工
業
を
分
立
。
同
25
年
、延
岡
向
洋
高
等
学
校
創
立
。

同
40
年
、
延
岡
工
業
高
等
学
校
と
改
称

校長あいさつ

河野　明浩
校訓 / 立志・勉励・創造

AR
コンテンツ

学
校
沿
革

長
尾
の
山
の

　空
澄
み
て

清
浄
の
地
に

　な
ら
び
た
つ

白
亜
の
校
舎

　光
あ
り

質
実
剛
健

　い
ざ
わ
れ
ら

こ
こ
に
集
え
り

　若
き
日
を

延
岡
商
高 

延
岡
商
高

平
和
の
学
園

校 

歌

宮崎県立延岡商業高等学校
「
質
実
剛
健
」「
堅
忍
持
久
」「
勤

労
愛
好
」
の
校
訓
の
も
と
、「
栄
光

は
君
に
！
挑
戦
せ
よ
延
商
生
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
に
あ
ふ
れ
る
生
徒
の
育
成
に
励

ん
で
い
ま
す
。私
た
ち
教
職
員
は「
頭

を
鍛
え
、
褒
め
て
、
伸
ば
す
」「
心

を
鍛
え
、
褒
め
て
、
育
て
る
」「
体

を
鍛
え
、
褒
め
て
、
伸
ば
す
」
の

３
つ
を
念
頭
に
置
い
て
「
生
徒
に

厳
し
く
、温
か
く
寄
り
添
え
る
教
師
」

を
目
指
し
、
日
々
の
教
育
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
私

た
ち
教
職
員
と
生
徒
た
ち
の
合
い

言
葉
は
「
Ａ
・
Ｔ
・
Ｍ
」（
明
る
く
！

楽
し
く
！
前
向
き
に
！
）
で
す
。

大
正
10
年
、
東
臼
杵
郡
立
延
岡
商
業
学
校
開
校
。
昭

和
８
年
、
中
川
原
町
（
現
旭
小
所
在
地
）
に
移
転
。

同
25
年
、
向
洋
高
等
学
校
に
統
合
。
同
33
年
、
向
洋

高
等
学
校
よ
り
分
離
、
延
岡
商
業
高
等
学
校
設
立
。

同
43
年
、
60
年
、
野
球
部
夏
の
甲
子
園
大
会
出
場
。

校長あいさつ

花盛　和也
校訓 / 質実剛健・堅忍持久・勤労愛好

AR
コンテンツ

学
校
沿
革

見
上
ぐ
る
空
に

　山
青
く

な
が
る
る
雲
に

　夢
を
よ
ぶ

み
ど
り
の
風
の

　吹
く
と
こ
ろ

あ
あ
清
新
の

　学
び
舎
よ

希
望
は
高
し

　わ
が
母
校

校 

歌

延岡学園高等学校
本
校
は
、『
自
立
心
を
養
い
、
有

為
な
社
会
人
を
育
て
る
』
と
い
う

建
学
の
精
神
と
校
訓
「
勤
勉
　
進

取
　
礼
節
」
の
も
と
、生
徒
た
ち
は
、

授
業
に
、
学
校
行
事
に
、
部
活
動

に
ひ
た
む
き
に
取
り
組
み
、
自
分

の
可
能
性
に
精
一
杯
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
訪
れ
た
方
々
よ
り
「
生
徒

が
明
る
く
、
よ
く
挨
拶
を
し
ま
す

ね
。」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

活
力
と
節
度
の
あ
る
学
校
を
生
徒
、

教
職
員
全
員
で
目
指
し
て
い
ま
す
。

昭
和
26
年
、
延
岡
高
等
計
理
学
校
開
校
。
同
40
年
、

延
岡
学
園
可
愛
ヶ
丘
高
等
学
校
開
校
。
同
41
年
、
延

岡
学
園
高
等
学
校
と
改
称
。
平
成
３
年
、
尚
学
館
中

学
校
開
校
。同
10
年
、尚
学
館
高
等
部
新
設
。同
26
年
、

野
球
部
夏
の
甲
子
園
大
会
準
優
勝
。

校長あいさつ

佐藤　則夫
校訓 / 勤勉・進取・礼節

AR
コンテンツ

学
校
沿
革

緑
あ
ふ
る
る

　大
峡
の

学
び
舎
に
今

　集
い
来
て

可
愛
の
頂
き

　仰
ぐ
と
き

高
き
理
想
に

　胸
燃
ゆ
る

あ
あ
麗
し
の 

わ
が
母
校 

尚
学
館

校 

歌

尚学館中学校・高等部
尚
学
館
中
学
校
・
高
等
部
は
県

北
初
の
中
高
一
貫
の
私
立
学
校
と

し
て
創
立
さ
れ
、
今
年
で
26
年
目

を
迎
え
ま
す
。
延
岡
に
居
な
が
ら

に
し
て
都
会
並
み
の
教
育
を
受
け

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
夢
を
叶

え
る
た
め
多
く
の
生
徒
諸
君
が
集

い
日
々
楽
し
く
勉
強
し
て
い
ま
す
。

創
立
以
来
、
東
京
大
学
に
22
名
、

医
学
部
医
学
科
に
1
0
4
名
（
国

立
62
・
私
立
42
）
の
合
格
実
績
を

有
し
て
い
ま
す
。

昭
和
26
年
、
延
岡
高
等
計
理
学
校
開
校
。
同
40
年
、

延
岡
学
園
可
愛
ヶ
丘
高
等
学
校
開
校
。
同
41
年
、
延

岡
学
園
高
等
学
校
と
改
称
。
平
成
３
年
、
尚
学
館
中

学
校
開
校
。同
10
年
、尚
学
館
高
等
部
新
設
。同
26
年
、

野
球
部
夏
の
甲
子
園
大
会
準
優
勝
。

校長あいさつ

服部　泰秀
校訓 / 勤勉・進取・礼節

AR
コンテンツ

作
詞
／
渡
辺

　修
三

作
曲
／
岡
本

　敏
明

作
詞
／
谷
村

　博
武

作
曲
／
園
山

　謙
二

作
詞
／
高
森

　文
夫

作
曲
／
折
本

　吉
数

作
詞
／
渡
辺

　修
三

作
曲
／
海
老
原

　直

作
詞
／
赤
波
江

　愛
次
郎

作
曲
／
マ
リ
オ
・
リ
ッ
コ

校 

歌
作
詞
／
赤
波
江

　愛
次
郎

作
曲
／
マ
リ
オ
・
リ
ッ
コ

作
詞
／
岡
田

　将
企

補
詞
／
橋
口

　貞
史

作
曲
／
齋
藤
佳
世
子

作
詞
／
藤
﨑

　正
二

作
曲
／
後
藤

　康
浩

編
曲
／
猪
野

　秀
史

AR
コンテンツ

AR
コンテンツ

AR
コンテンツ

昭
和
30
年
、学
校
法
人
緑
ヶ
丘
学
園
高
等
学
校
開
校
。

同
42
年
、緑
ヶ
丘
学
園
短
期
大
学
開
校
（
の
ち
閉
校
）。

昭
和
47
年
、歯
科
衛
生
士
学
院
開
校
（
の
ち
廃
止
）。平

成
２
年
、聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園
と
改
称
。同
19
年
聡
明

中
学
校
開
校
。同
22
年
、聡
明
中
学
校
高
等
部
開
設
。

昭
和
30
年
、学
校
法
人
緑
ヶ
丘
学
園
高
等
学
校
開
校
。

同
42
年
、緑
ヶ
丘
学
園
短
期
大
学
開
校
（
の
ち
閉
校
）。

昭
和
47
年
、歯
科
衛
生
士
学
院
開
校
（
の
ち
廃
止
）。平

成
２
年
、聖
心
ウ
ル
ス
ラ
学
園
と
改
称
。同
19
年
聡
明

中
学
校
開
校
。同
22
年
、聡
明
中
学
校
高
等
部
開
設
。

5



門
川

高
千
穂

日
向

日
向

年
を
経
る
ご
と
に
歌
詞
一
部
変
更

　　
　
県
北
で
最
も
古
い
伝
統
を
誇
る
延
岡

高
校
の
前
身
、
旧
制
の
県
立
延
岡
中
学

校
と
、
延
岡
高
等
女
学
校
の
校
歌
は
、

ど
ん
な
内
容
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
旧
制
延
岡
中
の
校
歌
は
、
大
正

６
年
（
１
９
１
７
）
に
制
定
さ
れ
た
。

作
詞
は
同
校
教
諭
だ
っ
た
工
藤
正
勝

氏
。
別
掲
が
そ
の
校
歌
で
、
５
番
ま
で

あ
る
が
、
１
番
の
み
を
紹
介
す
る
。

　
こ
の
歌
詞
に
あ
る
「
五
百
の
健
兒
」

は
、
生
徒
の
増
加
に
よ
っ
て
後
に
「
健

兒
六
百
」
と
言
い
換
え
ら
れ
え
て
い
る
。

　
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
３
番
の
「
建
国

二
千
五
百
年
」
の
「
二
千
五
百
」
や
、

５
番
の
「
齢
（
よ
わ
い
）
も
こ
ゝ
に
二

十
歳
（
は
た
と
せ
）」
の
「
二
十
歳
」
も
、

年
を
経
る
ご
と
に
言
い
換
え
ら
れ
る
と

い
う
、
な
ん
と
も
ユ
ニ
ー
ク
な
校
歌

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

 

12
番
の
ロ
ン
グ
初
代
校
歌
　

　
別
掲
の
校
歌
は
、
実
は
３
代
目
の
も

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
前
に
２
つ
の
校
歌

が
あ
っ
た
の
だ
。
初
代
の
校
歌
は
、
い

つ
作
ら
れ
た
年
代
が
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い

ば
か
り
か
、
作
詞
・
作
曲
者
の
名
前
や

旋
律
も
分
か
ら
な
い
が
、
明
治
時
代
の

校
歌
に
し
て
は
、
内
容
は
そ
れ
ほ
ど
難

し
い
も
の
で
は
な
い
。

　
た
だ
、
２
番
の
歌
詞
に
「
春
過
ぎ
夏

去
り
早
や
四
年
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

設
立
４
年
後
に
出
来
た
校
歌
で
は
な
い

か
　　と
言
わ
れ
て
い
る
。
歌
詞
は
な
ん

と
12
番
ま
で
あ
る
超
ロ
ン
グ
校
歌
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
代
目
校
歌
は
牧
水
の
友
人
作

　
２
代
目
の
校
歌
は
、
明
治
42
年
（
１

９
０
９
）
ご
ろ
に
作
ら
れ
、
作
詞
は
止

戈
（
し
か
）
氏
。
こ
れ
は
雅
号
で
本
名

は
村
井
武
。
同
氏
は
歌
人
若
山
牧
水
の

友
人
だ
っ
た
。
５
番
ま
で
あ
り
、
こ
の

校
歌
も
曲
が
分
か
ら
な
い
。
し
か
も
、

初
代
校
歌
と
違
っ
て
、
難
し
い
表
現
が

い
く
つ
も
あ
る
。

　
ほ
か
に
旧
制
延
岡
中
学
に
は
、「
学

生
歌
」（
作
詞
・
有
田
四
郎
）、「
明
徳

寮
歌
」（
作
詞
・
土
持
悟
）、「
延
中
か

ぞ
え
歌
」（
作
詞
・
秋
山
栄
雄
）
な
ど

が
あ
る
。

 

旧
延
高
女
の
校
歌
は
２
つ

　
旧
制
延
岡
高
女
の
校
歌
は
２
つ
あ

る
。
初
代
校
歌
は
昭
和
７
年
（
１
９
３

２
）
に
制
定
さ
れ
、
当
時
の
鈴
木
徳
治

校
長
が
作
詞
、
長
渡
栄
教
諭
が
作
曲
し

た
。
３
番
の
う
ち
１
番
だ
け
を
紹
介
す

る
。

県
北
雑
学
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２
代
目
は
白
秋
作
詞
・
耕
筰
作
曲

　
２
代
目
の
校
歌
は
、
昭
和
15
年
３
月

の
卒
業
式
で
始
め
て
披
露
さ
れ
た
。
作

詞
は
北
原
白
秋
、
作
曲
は
山
田
耕
筰
と

い
う
当
時
日
本
最
高
レ
ベ
ル
の
詩
人
、

作
曲
家
と
も
い
う
べ
き
豪
華
版
。
４
番

ま
で
あ
り
、
１
番
だ
け
を
紹
介
す
る
。

　
同
校
の
前
身
の
私
立
延
岡
女
学
校
は
、

旧
延
岡
藩
主
の
内
藤
家
が
設
立
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
初
代
、
２
代
目
の
校
歌

と
も
、歌
詞
に
内
藤
家
の
家
紋「
下
り
藤
」

を
織
り
込
ん
で
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
作
詞
・
作
曲
不
詳
の
「
卒

業
の
歌
」や「
祝
歌
」、「
振
興
踊
り
歌
」（
作

詞
・
芳
地
俊
男
）
な
ど
が
あ
る
。

 

最
後
の
両
校
卒
は
80
代
後
半

今
も
同
窓
会
な
ど
で
歌
わ
れ
る
旧
延

中
と
旧
延
女
の
校
歌
。こ
の
校
歌
を
歌
っ

て
卒
業
し
た
最
後
の
健
児
・
乙
女
た
ち

は
、
す
で
に
80
代
後
半
で
あ
る
。

学
校
沿
革

大
空
に
光
は
み
ち
て

う
な
ば
ら
に
黒
潮
流
る

来
り
み
よ
輝
く
学
園

わ
れ
ら
若
き
希
望
に
燃
え
て

ひ
た
す
ら
に
学
び
鍛
ゆ
る

富
島
富
島
わ
れ
ら
が
母
校

校 

歌

宮崎県立富島高等学校
本
校
は
、
全
日
制
課
程
と
定
時

制
課
程
が
併
設
さ
れ
た
、
商
業
と

家
庭
の
学
科
を
有
す
る
専
門
学
校

で
、
今
年
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま

す
。「
自
立
、
友
愛
、
創 

造
」
の

校
訓
の
も
と
、
社
会
人
と
し
て
通

用
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
現
場
実
習
、

商
品
開
発
や
起
業
家
的
活
動
等
地

域
と
連
携
し
た
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組 

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
部

活
動
も
盛
ん
で
、
就
職
・
進
学
と

も
に
毎
年
１
０
０
％
の
決
定
率
を

誇
る
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
学
校
で

す
。

大
正
５
年
、東
臼
杵
郡
立
農
業
学
校
開
校
。同
11
年
、県

立
富
高
農
学
校
と
改
称
、昭
和
４
年
、富
高
実
業
学
校

と
改
称
。同
23
年
、富
島
高
等
学
校
。同
25
年
、普
通
・
商

業
・
農
業
・
林
業
・
家
庭
の
５
学
科
設
置
。同
39
年
、農
業

科
・
林
業
科
が
門
川
農
業
高
等
学
校
と
し
て
独
立
。

校長あいさつ

大山 江里子
校訓 / 自立・友愛・創造

学
校
沿
革

黒
潮
は
陽
に
か
が
や
き
て

希
望
も
え
湧
き
た
つ
と
こ
ろ

若
き
眉
こ
こ
に
集
い
て

科
学
の
炬
火
を
か
か
ぐ

あ
あ
伸
び
ゆ
く
母
校

我
ら
の
日
向
工
高

校 

歌

宮崎県立日向工業高等学校
本
校
は
、
こ
れ
ま
で
の
輝
か
し

い
伝
統
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、

校
訓
『
自
発
・
創
造
』
を
高
校
生

活
の
中
で
実
践
し
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
資
質
や
能
力
が
一
層
開
拓

さ
れ
、
自
ら
学
び
、
考
え
、
主
体

的
に
判
断
し
行
動
で
き
る
心
豊
か

で
た
く
ま
し
い
生
徒
の
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に『
日
向（
ひ

む
か
）
を
動
か
す
人
と
な
れ
　
起

動
せ
よ
！
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
本
校
独
自
の
工
業
教
育
を
実

践
す
る
こ
と
で
、
本
校
関
係
者
、

地
域
の
皆
様
方
に
愛
さ
れ
、
選
ば

れ
る
学
校
に
な
る
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。

校長あいさつ

稲用　光治
校訓 / 自発・創造

学
校
沿
革

き
ら
め
く
海

　み
ど
り
な
す
島

若
人
の

　ひ
と
み
す
ず
し
く

う
ら
わ
か
き

　希
望
の
つ
ば
さ

風
を
き
り

　空
を
か
け
る

わ
れ
ら
の
わ
れ
ら
の 

門
川
高
校

校 

歌

宮崎県立門川高等学校
門
川
高
校
に
お
け
る
す
べ
て
の

学
び
は
「
と
き
め
き
」
と
「
感
動
」

の
連
続
で
す
。
人
と
の
出
会
い
は

「
と
き
め
き
」「
感
動
」
の
は
じ
ま

り
で
す
。
は
じ
め
て
会
う
人
の
場

合
「
い
っ
た
い
ど
ん
な
人
だ
ろ
う
」

な
ど
と
想
像
す
る
と
こ
ろ
か
ら
「
と

き
め
き
」
ま
す
。
ま
た
、
富
士
山

の
よ
う
な
雄
大
な
自
然
、
渓
谷
を

流
れ
る
渓
流
、
季
節
の
花
々
に
も

「
感
動
」
が
あ
り
ま
す
。
門
川
高
校

は
、
地
域
貢
献
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
に
も「
と
き
め
き
」と「
感

動
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

校長あいさつ

川越　寛
校訓 / 篤実剛健

AR
コンテンツ

学
校
沿
革

雲
路
を
分
け
て
天
降
し
し

神
代
の
姿
ま
の
あ
た
り

山
ま
た
山
は
紫
に

水
ち
ょ
う
水
は
明
ら
か
に

校 

歌

宮崎県立高千穂高等学校
本
校
に
は
、
生
産
流
通
科
、
経

営
情
報
科
、
普
通
科
の
３
学
科
が

あ
り
、
一
学
年
４
ク
ラ
ス
で
全
校

生
徒
３
７
１
名
が
通
っ
て
い
ま
す
。

明
る
く
素
直
な
生
徒
が
多
く
、
礼

儀
正
し
く
、
自
分
の
夢
や
目
標
に

向
か
っ
て
粘
り
強
く
努
力
し
て
い

ま
す
。
部
活
動
で
は
全
国
的
に
知

名
度
の
高
い
剣
道
部
が
あ
り
、
今

年
も
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

生
徒
の
７
割
は
国
立
大
学
や
私
大
、

専
門
学
校
へ
進
学
。
３
割
の
生
徒

は
県
内
外
の
企
業
へ
就
職
し
ま
す
。

校長あいさつ

山口　博範
校訓 / 大道を歩む・鍛錬・協調・奉仕

作
詞
／
高
森

　文
夫

作
曲
／
石
黒

　修
三

作
詞
／
長
嶺

　宏

　

作
曲
／
海
老
原

　直

作
詞
／
桑
原

　節
次

作
曲
／
陸
軍
戸
山
学
校

作
詞
／
清
武

　肇

　

黒
木

　淳
吉

作
曲
／
海
老
原

　直

AR
コンテンツ

AR
コンテンツ

AR
コンテンツ

昭
和
36
年
４
月
、県
立
日
向
工
業
高
等
学
校
創
立（
機

械
・
電
気
・
工
業
化
学
）、
同
37
年
７
月
、
新
校
舎

へ
移
転
。
同
39
年
、建
築
科
新
設
。
平
成
９
年
、19
年
、

国
体
少
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
優
勝
。
同
10
年
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
全
国
高
校
総
体
優
勝

大
正
５
年
、富
高
村（
現
日
向
市
）に
東
臼
杵
郡
立
乙
種

農
学
校
開
校
。昭
和
４
年
、富
島
高
等
学
校
創
立
。同
39

年
、門
川
農
業
高
等
学
校
分
離
独
立
。平
成
17
年
、門
川

高
等
学
校
に
改
称
。平
成
27
年
、栽
培
ビ
ジ
ネ
ス
・
食
品

加
工
・
介
護
福
祉
・
総
合
進
学
の
４
系
列
に
。

大
正
６
年
、西
臼
杵
郡
立
乙
種
農
学
校
開
校
。昭
和
３

年
、県
立
高
千
穂
農
学
校
と
改
称
。同
４
年
、高
千
穂
実

業
学
校
と
改
称
、女
子
部
併
設
。同
23
年
、高
千
穂
高
等

学
校
発
足
。同
32
年
、玉
龍
旗
剣
道
大
会
優
勝（
ほ
か
国

体
な
ど
全
国
規
模
の
大
会
で
優
勝
多
数
）。

旧
制
延
岡
高
女
校
歌（
２
代
目
）

　藤
浪
の

　春
に
あ
ひ
て
、

　開
く
も
の

　花
の
み
か
は
、

　少
女
子
は

　姿
と
も
に
、

　心
ば
え

　や
さ
し
つ
つ
ま
し

　匂
へ
よ

　下
り
藤

　紫
の

　霞
引
き
て

　延
岡
高
女

　延
岡
高
女

旧
制
延
岡
高
女
校
歌（
初
代
）

　歴
史
も
古
き
藤
の
下
か
げ

　自
か
ら
な
る
直
路
を
と
め
て

　恵
み
た
ら
え
り
我
ら
は
若
し

　い
ざ
い
そ
し
ま
ん
学
び
の
道
に

旧
制
延
岡
中
校
歌（
3
代
目
）

　聞
け
向
洋
の
波
の
音

　

　見
よ
靈
峯
の
雲
の
色

　神
の
み
國
の
元
つ
國

　

　巷
の
塵
を
遠
退
き
て

　蛟
龍
池
に
臥
す
が
ご
と

　

　五
百
の
健
兒
雲
を
待
つ

  5 日㈮、6 日㈯
  6 日㈯
  6 日㈯
10 日㈬・11 日㈭
11 日㈭
15 日㈪
21 日㈰
21 日㈰
27 日㈯
 

8 月
8 月
8 月
8 月
8 月
8 月
8 月
8 月
8 月
 

日向ひょっとこ夏祭り
西門川いきいき夏祭り
うなま地蔵夏祭り
菊・ほおずき直売市
サルタフェスタ 2016
百済の里いだごろ祭り
北方陸上チャレンジ夏祭り
おひさまのおかげ「青雲朝市」
門川みなとフェスティバル、花火大会

日向市中心市街地
門川町西門川活性化センター
美郷町北郷宇納間
日之影町道の駅青雲橋
高千穂町総合公園
美郷町南郷茶屋下駐車場
延岡市北方総合運動公園
日之影町道の駅青雲橋
門川町庵川漁協周辺

2016

8月

８
月
の
イ
ベ
ン
ト

旧延中の正門

旧延岡高女の正門（現 岡富中）

旧延中の授業風景 延岡高女の名物、花輪体操

6



門
川

高
千
穂

日
向

日
向

年
を
経
る
ご
と
に
歌
詞
一
部
変
更

　　
　
県
北
で
最
も
古
い
伝
統
を
誇
る
延
岡

高
校
の
前
身
、
旧
制
の
県
立
延
岡
中
学

校
と
、
延
岡
高
等
女
学
校
の
校
歌
は
、

ど
ん
な
内
容
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
旧
制
延
岡
中
の
校
歌
は
、
大
正

６
年
（
１
９
１
７
）
に
制
定
さ
れ
た
。

作
詞
は
同
校
教
諭
だ
っ
た
工
藤
正
勝

氏
。
別
掲
が
そ
の
校
歌
で
、
５
番
ま
で

あ
る
が
、
１
番
の
み
を
紹
介
す
る
。

　
こ
の
歌
詞
に
あ
る
「
五
百
の
健
兒
」

は
、
生
徒
の
増
加
に
よ
っ
て
後
に
「
健

兒
六
百
」
と
言
い
換
え
ら
れ
え
て
い
る
。

　
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
３
番
の
「
建
国

二
千
五
百
年
」
の
「
二
千
五
百
」
や
、

５
番
の
「
齢
（
よ
わ
い
）
も
こ
ゝ
に
二

十
歳
（
は
た
と
せ
）」
の
「
二
十
歳
」
も
、

年
を
経
る
ご
と
に
言
い
換
え
ら
れ
る
と

い
う
、
な
ん
と
も
ユ
ニ
ー
ク
な
校
歌

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

 

12
番
の
ロ
ン
グ
初
代
校
歌
　

　
別
掲
の
校
歌
は
、
実
は
３
代
目
の
も

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
前
に
２
つ
の
校
歌

が
あ
っ
た
の
だ
。
初
代
の
校
歌
は
、
い

つ
作
ら
れ
た
年
代
が
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い

ば
か
り
か
、
作
詞
・
作
曲
者
の
名
前
や

旋
律
も
分
か
ら
な
い
が
、
明
治
時
代
の

校
歌
に
し
て
は
、
内
容
は
そ
れ
ほ
ど
難

し
い
も
の
で
は
な
い
。

　
た
だ
、
２
番
の
歌
詞
に
「
春
過
ぎ
夏

去
り
早
や
四
年
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

設
立
４
年
後
に
出
来
た
校
歌
で
は
な
い

か
　　と
言
わ
れ
て
い
る
。
歌
詞
は
な
ん

と
12
番
ま
で
あ
る
超
ロ
ン
グ
校
歌
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
代
目
校
歌
は
牧
水
の
友
人
作

　
２
代
目
の
校
歌
は
、
明
治
42
年
（
１

９
０
９
）
ご
ろ
に
作
ら
れ
、
作
詞
は
止

戈
（
し
か
）
氏
。
こ
れ
は
雅
号
で
本
名

は
村
井
武
。
同
氏
は
歌
人
若
山
牧
水
の

友
人
だ
っ
た
。
５
番
ま
で
あ
り
、
こ
の

校
歌
も
曲
が
分
か
ら
な
い
。
し
か
も
、

初
代
校
歌
と
違
っ
て
、
難
し
い
表
現
が

い
く
つ
も
あ
る
。

　
ほ
か
に
旧
制
延
岡
中
学
に
は
、「
学

生
歌
」（
作
詞
・
有
田
四
郎
）、「
明
徳

寮
歌
」（
作
詞
・
土
持
悟
）、「
延
中
か

ぞ
え
歌
」（
作
詞
・
秋
山
栄
雄
）
な
ど

が
あ
る
。

 

旧
延
高
女
の
校
歌
は
２
つ

　
旧
制
延
岡
高
女
の
校
歌
は
２
つ
あ

る
。
初
代
校
歌
は
昭
和
７
年
（
１
９
３

２
）
に
制
定
さ
れ
、
当
時
の
鈴
木
徳
治

校
長
が
作
詞
、
長
渡
栄
教
諭
が
作
曲
し

た
。
３
番
の
う
ち
１
番
だ
け
を
紹
介
す

る
。

県
北
雑
学
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２
代
目
は
白
秋
作
詞
・
耕
筰
作
曲

　
２
代
目
の
校
歌
は
、
昭
和
15
年
３
月

の
卒
業
式
で
始
め
て
披
露
さ
れ
た
。
作

詞
は
北
原
白
秋
、
作
曲
は
山
田
耕
筰
と

い
う
当
時
日
本
最
高
レ
ベ
ル
の
詩
人
、

作
曲
家
と
も
い
う
べ
き
豪
華
版
。
４
番

ま
で
あ
り
、
１
番
だ
け
を
紹
介
す
る
。

　
同
校
の
前
身
の
私
立
延
岡
女
学
校
は
、

旧
延
岡
藩
主
の
内
藤
家
が
設
立
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
初
代
、
２
代
目
の
校
歌

と
も
、歌
詞
に
内
藤
家
の
家
紋「
下
り
藤
」

を
織
り
込
ん
で
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
作
詞
・
作
曲
不
詳
の
「
卒

業
の
歌
」や「
祝
歌
」、「
振
興
踊
り
歌
」（
作

詞
・
芳
地
俊
男
）
な
ど
が
あ
る
。

 

最
後
の
両
校
卒
は
80
代
後
半

今
も
同
窓
会
な
ど
で
歌
わ
れ
る
旧
延

中
と
旧
延
女
の
校
歌
。こ
の
校
歌
を
歌
っ

て
卒
業
し
た
最
後
の
健
児
・
乙
女
た
ち

は
、
す
で
に
80
代
後
半
で
あ
る
。

学
校
沿
革

大
空
に
光
は
み
ち
て

う
な
ば
ら
に
黒
潮
流
る

来
り
み
よ
輝
く
学
園

わ
れ
ら
若
き
希
望
に
燃
え
て

ひ
た
す
ら
に
学
び
鍛
ゆ
る

富
島
富
島
わ
れ
ら
が
母
校

校 

歌

宮崎県立富島高等学校
本
校
は
、
全
日
制
課
程
と
定
時

制
課
程
が
併
設
さ
れ
た
、
商
業
と

家
庭
の
学
科
を
有
す
る
専
門
学
校

で
、
今
年
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま

す
。「
自
立
、
友
愛
、
創 

造
」
の

校
訓
の
も
と
、
社
会
人
と
し
て
通

用
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
現
場
実
習
、

商
品
開
発
や
起
業
家
的
活
動
等
地

域
と
連
携
し
た
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組 

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
部

活
動
も
盛
ん
で
、
就
職
・
進
学
と

も
に
毎
年
１
０
０
％
の
決
定
率
を

誇
る
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
学
校
で

す
。

大
正
５
年
、東
臼
杵
郡
立
農
業
学
校
開
校
。同
11
年
、県

立
富
高
農
学
校
と
改
称
、昭
和
４
年
、富
高
実
業
学
校

と
改
称
。同
23
年
、富
島
高
等
学
校
。同
25
年
、普
通
・
商

業
・
農
業
・
林
業
・
家
庭
の
５
学
科
設
置
。同
39
年
、農
業

科
・
林
業
科
が
門
川
農
業
高
等
学
校
と
し
て
独
立
。

校長あいさつ

大山 江里子
校訓 / 自立・友愛・創造

学
校
沿
革

黒
潮
は
陽
に
か
が
や
き
て

希
望
も
え
湧
き
た
つ
と
こ
ろ

若
き
眉
こ
こ
に
集
い
て

科
学
の
炬
火
を
か
か
ぐ

あ
あ
伸
び
ゆ
く
母
校

我
ら
の
日
向
工
高

校 

歌

宮崎県立日向工業高等学校
本
校
は
、
こ
れ
ま
で
の
輝
か
し

い
伝
統
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、

校
訓
『
自
発
・
創
造
』
を
高
校
生

活
の
中
で
実
践
し
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
資
質
や
能
力
が
一
層
開
拓

さ
れ
、
自
ら
学
び
、
考
え
、
主
体

的
に
判
断
し
行
動
で
き
る
心
豊
か

で
た
く
ま
し
い
生
徒
の
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に『
日
向（
ひ

む
か
）
を
動
か
す
人
と
な
れ
　
起

動
せ
よ
！
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
本
校
独
自
の
工
業
教
育
を
実

践
す
る
こ
と
で
、
本
校
関
係
者
、

地
域
の
皆
様
方
に
愛
さ
れ
、
選
ば

れ
る
学
校
に
な
る
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。

校長あいさつ

稲用　光治
校訓 / 自発・創造

学
校
沿
革

き
ら
め
く
海

　み
ど
り
な
す
島

若
人
の

　ひ
と
み
す
ず
し
く

う
ら
わ
か
き

　希
望
の
つ
ば
さ

風
を
き
り

　空
を
か
け
る

わ
れ
ら
の
わ
れ
ら
の 

門
川
高
校

校 

歌

宮崎県立門川高等学校
門
川
高
校
に
お
け
る
す
べ
て
の

学
び
は
「
と
き
め
き
」
と
「
感
動
」

の
連
続
で
す
。
人
と
の
出
会
い
は

「
と
き
め
き
」「
感
動
」
の
は
じ
ま

り
で
す
。
は
じ
め
て
会
う
人
の
場

合
「
い
っ
た
い
ど
ん
な
人
だ
ろ
う
」

な
ど
と
想
像
す
る
と
こ
ろ
か
ら
「
と

き
め
き
」
ま
す
。
ま
た
、
富
士
山

の
よ
う
な
雄
大
な
自
然
、
渓
谷
を

流
れ
る
渓
流
、
季
節
の
花
々
に
も

「
感
動
」
が
あ
り
ま
す
。
門
川
高
校

は
、
地
域
貢
献
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
に
も「
と
き
め
き
」と「
感

動
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

校長あいさつ

川越　寛
校訓 / 篤実剛健

AR
コンテンツ

学
校
沿
革

雲
路
を
分
け
て
天
降
し
し

神
代
の
姿
ま
の
あ
た
り

山
ま
た
山
は
紫
に

水
ち
ょ
う
水
は
明
ら
か
に

校 

歌

宮崎県立高千穂高等学校
本
校
に
は
、
生
産
流
通
科
、
経

営
情
報
科
、
普
通
科
の
３
学
科
が

あ
り
、
一
学
年
４
ク
ラ
ス
で
全
校

生
徒
３
７
１
名
が
通
っ
て
い
ま
す
。

明
る
く
素
直
な
生
徒
が
多
く
、
礼

儀
正
し
く
、
自
分
の
夢
や
目
標
に

向
か
っ
て
粘
り
強
く
努
力
し
て
い

ま
す
。
部
活
動
で
は
全
国
的
に
知

名
度
の
高
い
剣
道
部
が
あ
り
、
今

年
も
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

生
徒
の
７
割
は
国
立
大
学
や
私
大
、

専
門
学
校
へ
進
学
。
３
割
の
生
徒

は
県
内
外
の
企
業
へ
就
職
し
ま
す
。

校長あいさつ

山口　博範
校訓 / 大道を歩む・鍛錬・協調・奉仕

作
詞
／
高
森

　文
夫

作
曲
／
石
黒

　修
三

作
詞
／
長
嶺

　宏

　

作
曲
／
海
老
原

　直

作
詞
／
桑
原

　節
次

作
曲
／
陸
軍
戸
山
学
校

作
詞
／
清
武

　肇

　

黒
木

　淳
吉

作
曲
／
海
老
原

　直

AR
コンテンツ

AR
コンテンツ

AR
コンテンツ

昭
和
36
年
４
月
、県
立
日
向
工
業
高
等
学
校
創
立（
機

械
・
電
気
・
工
業
化
学
）、
同
37
年
７
月
、
新
校
舎

へ
移
転
。
同
39
年
、建
築
科
新
設
。
平
成
９
年
、19
年
、

国
体
少
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
優
勝
。
同
10
年
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
全
国
高
校
総
体
優
勝

大
正
５
年
、富
高
村（
現
日
向
市
）に
東
臼
杵
郡
立
乙
種

農
学
校
開
校
。昭
和
４
年
、富
島
高
等
学
校
創
立
。同
39

年
、門
川
農
業
高
等
学
校
分
離
独
立
。平
成
17
年
、門
川

高
等
学
校
に
改
称
。平
成
27
年
、栽
培
ビ
ジ
ネ
ス
・
食
品

加
工
・
介
護
福
祉
・
総
合
進
学
の
４
系
列
に
。

大
正
６
年
、西
臼
杵
郡
立
乙
種
農
学
校
開
校
。昭
和
３

年
、県
立
高
千
穂
農
学
校
と
改
称
。同
４
年
、高
千
穂
実

業
学
校
と
改
称
、女
子
部
併
設
。同
23
年
、高
千
穂
高
等

学
校
発
足
。同
32
年
、玉
龍
旗
剣
道
大
会
優
勝（
ほ
か
国

体
な
ど
全
国
規
模
の
大
会
で
優
勝
多
数
）。

旧
制
延
岡
高
女
校
歌（
２
代
目
）

　藤
浪
の

　春
に
あ
ひ
て
、

　開
く
も
の

　花
の
み
か
は
、

　少
女
子
は

　姿
と
も
に
、

　心
ば
え

　や
さ
し
つ
つ
ま
し

　匂
へ
よ

　下
り
藤

　紫
の

　霞
引
き
て

　延
岡
高
女

　延
岡
高
女

旧
制
延
岡
高
女
校
歌（
初
代
）

　歴
史
も
古
き
藤
の
下
か
げ

　自
か
ら
な
る
直
路
を
と
め
て

　恵
み
た
ら
え
り
我
ら
は
若
し

　い
ざ
い
そ
し
ま
ん
学
び
の
道
に

旧
制
延
岡
中
校
歌（
3
代
目
）

　聞
け
向
洋
の
波
の
音

　

　見
よ
靈
峯
の
雲
の
色

　神
の
み
國
の
元
つ
國

　

　巷
の
塵
を
遠
退
き
て

　蛟
龍
池
に
臥
す
が
ご
と

　

　五
百
の
健
兒
雲
を
待
つ

  5 日㈮、6 日㈯
  6 日㈯
  6 日㈯
10 日㈬・11 日㈭
11 日㈭
15 日㈪
21 日㈰
21 日㈰
27 日㈯
 

8 月
8 月
8 月
8 月
8 月
8 月
8 月
8 月
8 月
 

日向ひょっとこ夏祭り
西門川いきいき夏祭り
うなま地蔵夏祭り
菊・ほおずき直売市
サルタフェスタ 2016
百済の里いだごろ祭り
北方陸上チャレンジ夏祭り
おひさまのおかげ「青雲朝市」
門川みなとフェスティバル、花火大会

日向市中心市街地
門川町西門川活性化センター
美郷町北郷宇納間
日之影町道の駅青雲橋
高千穂町総合公園
美郷町南郷茶屋下駐車場
延岡市北方総合運動公園
日之影町道の駅青雲橋
門川町庵川漁協周辺

2016

8月

８
月
の
イ
ベ
ン
ト

旧延中の正門

旧延岡高女の正門（現 岡富中）

旧延中の授業風景 延岡高女の名物、花輪体操

7



W+ING POWERFUL PEOPLE

中
高
生
向
け
手
帳
コ
ン
ク
ー
ル

「
荒
川
さ
ん
が
日
本
一
に
選
ば
れ

ま
し
た
よ
ー
」。
田
宮
あ
や
先
生（
現

五
ヶ
瀬
中
等
教
育
学
校
教
諭
）の
興

奮
し
き
っ
た
声
で
、富
島
高
校
に
第

一
報
が
入
っ
た
。
昨
年
12
月
12
日
、

東
京
の
原
宿
ク
エ
ス
ト
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
た「
第
４
回
手
帳
甲
子
園
」で

の
こ
と
で
あ
る
。

 「
表
紙
デ
ザ
イ
ン
」最
優
秀
賞

手
帳
甲
子
園
は
、（
株
）Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ｔ

Ｙ
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
が
主
催
し
て
い
る

中
高
生
向
け
手
帳
の
コ
ン
ク
ー
ル
。

「
取
り
組
み
部
門
」（
団
体
）、個
人
部

門「
活
用
術
」、同「
表
紙
デ
ザ
イ
ン
」

の
３
部
門
に
、全
国
の
中
・
高
校
か
ら

多
数
応
募
が
あ
っ
た
。

荒
川
さ
ん
は
、表
紙
デ
ザ
イ
ン
に

挑
戦
。
ま
ず
富
島
高
生
の
中
か
ら
荒

川
さ
ん
の
作
品
が
選
出
さ
れ
た
。
そ

の
作
品
が
手
帳
甲
子
園
で
優
秀
賞

（
５
人
）に
選
ば
れ
、引
率
の
田
宮
先

生
と
、い
ざ
東
京
へ
。
最
終
審
査
で
、

並
み
い
る
秀
作
を
押
し
の
け
、み
ご

と
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

 「
楽
し
く
描
き
ま
し
た
」

作
品
は
、ペ
ル
シ
ャ
ジ
ュ
ー
タ
ン

や
曼
荼
羅（
ま
ん
だ
ら
）を
彷
彿
さ
せ

る
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
。
色
合
い
構
図

と
も
に
す
ば
ら
し
く
、し
か
も
実
に

根
気
よ
く
緻
密
に
描
か
れ
て
い
る
。

「
自
分
の
思
い
の
ま
ま
描
き
ま
し

た
。
時
間
が
あ
り
、何
も
す
る
こ
と

が
な
か
っ
た
と
き
、丸
い
模
様
の
中

心
か
ら
少
し
ず
つ
大
き
く
し
て
い
き

ま
し
た
」

「
そ
の
丸
い
模
様
の
周
り
に
描
い

て
い
る
模
様
は
、緑
が
好
き
な
の
で
、

緑
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
描
き
ま
し
た
。

こ
だ
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
、
色
で
す
。

ど
の
よ
う
な
色
な
ら
び
に
し
た
方
が

美
し
く
な
る
か
を
考
え
な
が
ら
描
き

ま
し
た
。
あ
と
、背
表
紙
ま
で
描
い

た
と
こ
ろ
も
こ
だ
わ
っ
た
と
こ
ろ
で

す
」「

下
書
き
な
し
の
一
発
描
き
で
す
。

こ
の
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
に
意
味
な
ど

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
楽
し
く
描
き

ま
し
た
」。

こ
れ
が
手
帳
甲
子
園
で
の
荒
川
さ

ん
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
。

 

サ
ー
フ
ピ
ン
バ
ッ
ジ
も
デ
ザ
イ
ン

ま
た
、日
向
商
工
会
議
所
が
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
サ
ー
フ
ィ
ン
会

場
誘
致
運
動
の
一
環
と
し
て
作
っ
た

「
ひ
ょ
っ
と
こ
サ
ー
フ
ィ
ン
ピ
ン
バ
ッ

ジ
」の
デ
ザ
イ
ン
も
、彼
女
の
作
品

な
の
だ
。

形
は
日
向
市
特
産
の
ハ
マ
グ
リ
を

モ
チ
ー
フ
に
、サ
ー
フ
ボ
ー
ド
に
乗
っ

た
ひ
ょ
っ
と
こ
が
、ビ
ッ
グ
ウ
エ
ー

ブ
を
乗
り
こ
な
し
て
い
る
様
子
を
デ

ザ
イ
ン
。
同
会
議
所
で
は
１
０
０
０

個
製
作
。
１
個
２
０
０
円
で
販
売
中
。

去
る
５
月
24
日
、日
向
市
役
所
で

あ
っ
た
十
屋
幸
平
市
長
へ
の
バ
ッ
ジ

贈
呈
式
に
は
、三
輪
純
司
会
頭
を
は

じ
め
、市
議
会
議
長
、教
育
長
、観
光

協
会
長
、そ
れ
に
荒
川
さ
ん
の
両
親
、

引
率
の
和
田
光
央
教
頭
が
出
席
。
荒

川
さ
ん
に
は
、三
輪
会
頭
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、大
塚
食
品
の
ビ
タ
ミ

ン
炭
酸
M
A
T
C
H
の「
青
春
ボ
ト

ル
甲
子
園
」
に
富
島
高
校
で
応
募
。

イ
ラ
ス
ト
を
担
当
し
、感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
。

吹
奏
楽
部
で
チ
ュ
ー
バ
担
当

文
系
で
お
と
な
し
く
見
え
る
彼

女
だ
が
、
美
々
津
中
時
代
は
、
意
外

に
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
。
現
在
は
吹

奏
楽
部
に
所
属
。
ず
っ
し
り
重
い

チ
ュ
ー
バ
を
担
当
と
い
う
の
も
意
外

だ
。
目
下
、今
年
創
立
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
同
校
の
記
念
式
典
な
ど
の

練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
て
い
る
。

 

希
望
は
デ
ザ
イ
ン
関
係
の
仕
事

「
お
母
さ
ん
が
絵
が
好
き
で
し
た

か
ら
」と
言
う
彼
女
。
ど
う
や
ら
美

術
の
素
質
は
母
親
譲
り
ら
し
い
。
和

田
教
頭
は「
素
直
で
優
し
い
生
徒
で

す
。
ど
こ
に
出
し
て
も
恥
ず
か
し
く

な
い
で
す
ね
。
性
格
も
す
ば
ら
し
い
」

と
称
賛
。
現
在
、会
計
科
３
年
。「
卒

業
し
た
ら
地
元
で
デ
ザ
イ
ン
関
係
の

仕
事
が
し
た
い
で
す
」と
、夢
を
膨

ら
ま
し
て
い
る
。

▲MATCHの「青春ボトル
甲子園」のラベルデザイン。

和田教頭と荒川さん

吹奏楽部の仲間
と

ひょっとこサーフィン▶
ピンバッジ

AR
コンテンツ

富島高校3年生。
昨年、平成27年度 全国手帳甲子園「表紙デザイン」部門で
見事最優秀賞に輝く。富島高校で応募した大塚食品のビタ
ミン炭酸MATCHの「青春ボトル甲子園」のラベルデザイン
ではイラストを担当。日向商工会議所のサーフィンピンバッ
ジをデザインするなど、才能あふれる日向市在住の女子高生。

PROFILE

荒川　史帆さん

富島高校3年生

S HIH O A R A K AWA

全国手帳甲子園「表紙デザイン」
部門日本一
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